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農福連携で「砂丘らっきょう」の植付

があり、２年前に鳥取県に障がい者とのコーディネートを依頼し、鳥取県農

福連携推進コーディネーターの働きかけで、「農福連携」の取組を作業機械

開発と並行して構築しました。

チェーンポットに球根の装填作業を担うのは、鳥取市内の福祉作業所「カ

ナリヤホーム」に通所する障がい者の皆さんで、今年からは新たに球根の

覆土作業にも挑戦しており、作業内容にも幅が出つつあります。

作業機械を開発したメーカー責任者は、「らっきょう生産の長い歴史の中で

構築されてきた生産体系に、新しい生産体系を取り込み定着させることは容

易ではないが、生産者や福祉事業所等の相互理解が得られるよう、当面は

採算は抜きにして取り組む。」とのことです。

関係者からは、この取組が生産者の人材不足解消・省力化につながり、

障がい者にとっては所得向上等につながる「新しい地域活性化」に向け、お

互いがWIN・WINの関係となるよう大きな期待が寄せられています。

ＧＩ（地理的表示保護制度）に登録されている、鳥取県の特産品「鳥取砂丘

らっきょう・ふくべ砂丘らっきょう」の植付作業が、鳥取市福部町の砂丘畑で

始まりました。砂の照り返しで気温が上昇（地表は60℃度位）する過酷な環

境の下で品質の高いらっきょう生産をめざし、現在もほとんどの農家が一球

一球丁寧に手作業で植え進む伝統的作業が100年以上続けられています。

しかしながら、近年は生産者の高齢離農や植付作業の人手不足から生産

量も減少傾向にあり、機械化による効率化・省力化が課題となっています。

こうした状況を打開するため、約３年前にＪＡ、地元生産組合等が農業資

材事業を手がけるメーカーに自動植付機の開発を相談・依頼し、地元生産

者の協力を得て本年は約90アールのほ場で実証試験栽培を始めることとな

りました。

開発された植付機は、専用アタッチメントを装着したトラクターで溝を作り、

球根を装填したチェーンポット（紙製シート）を溝に落としていき、チェーン

ポットは数週間で自然分解され、球根が定着する仕組みとなっています。

また、自動植付機を開発したメーカーは、北海道で農福連携の取組実績
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インフォメーション

農林水産省は、「地産地消等優良活動表彰」の優良活動事例を令和２年７月29日（水曜日）から令和２

年９月23日（水曜日）まで募集します。

地産地消は、地域の生産者と消費者を結び付け、食料自給率の向上に貢献するとともに、農林漁業の６

次産業化による地域の活性化にもつながります。また、国産農林水産物の魅力を広く発信し、消費者の日

本の食や農林漁業への理解を促し、国産農林水産物の消費拡大を推進していくことも重要です。

こうした中、事業者・団体等による地産地消や国産農林水産物・食品の消費拡大の推進に関する取組を

広く募集し、優れた活動を表彰します。

「令和2年度地産地消等優良活動表彰」応募開始について

〇農林水産省ホームページ

https://www.maff.go.jp/j/press/shokusan/service/200729.html
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ちづDeer’ｓは今

（ちづDeer’s 赤堀代表 と シカの食肉商品）

平成30年４月に智頭町で開業したジビエ解体処

理施設「ちづDeer’s」に伺い、赤堀代表にその後

の施設の運営状況をお聞きしました。

智頭町在住の赤堀代表は平成26年にわな猟免

許を取得し、有害駆除をはじめたところ、役場や

地元の人とのつながりが出来たこと、また周りか

らのすすめもあり、自宅裏にジビエ解体処理施設

「ちづDeer’s」をオープンしました。当初はシカの

処理のみでの開業でしたが、平成30年12月から

はイノシシも取り扱うようになりました。

今では商品の販売は近所の飲食業者だけでなく、

首都圏のレストラン、インターネット販売等多岐に

わたっています。

「シカ肉は低カロリー・低脂質で鉄分が多く、アスリート食としても魅力がある。」と赤堀代表は語ります。

また、まだまだ実証段階ではありますが、今までは廃棄されていた皮革はなめして製品に、骨はペットフード

にと有効活用の幅も広がっています。「将来的には加工品を作っていければという思いがある。」とのこと。い

つも商品開発のことを考えているという30歳の赤堀代表、今後のさらなる活躍が期待されます。


